
あおぞらフォトギャラリー

お知らせ

あおぞら財団とは

1960年代から問題となった大気汚染公害によって、多くの人が健康被害を受けました。その責任を問う西淀川公害裁判（1978～
1998）では公害患者が勝利しました。患者は「手渡したいのは青い空」を願い、裁判の和解金の一部を使って1996年にまちづくり
組織・あおぞら財団を立ち上げました。まちづくり・資料館・環境学習・公害患者の保健・国際交流の事業を行い、持続可能な地域
づくりに取り組んでいます。

●大野川緑陰道路でセミのぬけがらしらべ
【あおぞら財団主催】

日時：8月11日（月）、18日（月） 10:20～12:00（各回とも）
会場：11日（月）西淀川図書館、18日（月）エルモ西淀川
参加費：無料
対象：小学生

●佃のむかし どんなところ？
～聞いて 食べて しゃべって
ＰＡＲＴ3～

【あおぞら財団主催】

日時：8月19日（火）13:00～15:00
会場：佃会館
参加費（軽食代）：500円
内容：佃の風物詩「箱ずし」を食べながら、佃の昔のお話を
           聞いてしゃべります。今回は「藪床」の謎に迫ります！

●第7回 御堂筋サイクルピクニック
【自転車文化タウンづくりの会主催】

日時：9月21日（日）10:00～15:00
自転車の正しい利用と、走行環境の整備を求めて
御堂筋を走ります。詳しくは
http://cycleweb.jp/cyclepicnic/

エコでつながる西淀川推進協議会設立総会  藤井絢子さん
（全国菜の花プロジェクトネットワーク・代表）にご講演いた
だきました（2014.7.6）

まちづくり

あおぞら野菜市でお買いもの。野菜、手づくり雑貨など。
毎月第4水曜日11:00～13:30／あおぞらビル1F（2014.6.25）

まちづくり

りべら（L ib e l l a）はラテン語でトンボの意味です。あおぞら財団はトンボが飛び交うまちの再生を願って活動しています。
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左門殿川にかかる左門橋左岸の鉄扉を閉める（P1-2）／西淀川筋高潮防御訓練（2014.7.6）
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【1F】地域交流スペース「あおぞらイコバ」
会議、ギャラリー、コンサート、上映会などにご利用いただけます。
午前：1,000円／午後：1,300円／夜間：1,300円／全日：3,000円
【5F】西淀川・公害と環境資料館（エコミューズ）
西淀川公害や環境について、地域の歴史などが知りたい人は
ぜひお越しください。
開館日 月曜日と金曜日（10：00～17：00）／要事前電話予約
●いずれも、予約・お問い合わせは４F事務所へ

あおぞらビル

あおぞら財団への寄附や賛助会費は、税制上の優遇措置があります。
●賛助会員　会員の方には機関紙「りべら」などをお送りします。
　【年会費】 個人：年一口5,000円、学生：年一口2,000円、
　　　　　 法人・団体：年一口10,000円
●会費・寄附の振込先
　＊郵便振替口座 00960-9-124893　加入者名：あおぞら財団
　＊三菱東京ＵＦＪ銀行 歌島橋支店　普通 3764689
　　口座名義：あおぞら財団賛助会員

会員・寄附募集

タンデム自転車の走行会を大野川緑陰道路で開催してい
ます（2014.5.24）

まちづくり

〒555-0013 大阪市西淀川区千舟1-1-1あおぞらビル４階
（TEL）06-6475-8885 （FAX）06-6478-5885
電子メール:webmaster@aozora.or.jp  http://aozora.or.jp/

特集：みんなで守る  みんなで助かる！
　　 高潮防御訓練ルポ～鉄扉を閉めて、地域を守る～・・・1
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神崎大橋右岸

千船大橋右岸
千北大橋右岸

伝法大橋右岸

千北大橋左岸

千船大橋左岸

大和田船留場

淀川大橋右岸

淀川鉄橋右岸

神崎大橋左岸

西淀川区役所

左門橋左岸

本部開設
【西淀川区役所】

出陣式／「かしら～、なか！」で敬礼
【西淀川区役所】

みんなで待機
【淀川大橋右岸】

鉄扉を元へ戻す
【淀川大橋右岸】

大きな鉄扉を動かす動力部分
【伝法大橋右岸】

念入りに事前説明
【伝法大橋右岸】

鉄扉閉鎖
【伝法大橋右岸】

鉄道上の鉄扉閉鎖
【淀川鉄橋右岸】

鉄扉閉鎖【左門橋左岸】
通行止めの準備中
【千船大橋右岸】

無線で通信／
終了時、解散の指令を受けます

水防団員手帳／40年間、水防団員を
されている人の手帳。訓練記録がびっしり

西淀川筋高潮防御訓練の概要

日　　時：2014年7月5日（土）22:30～7月6日（日）2:30
訓練本部：西淀川区役所
対　　象：淀川、神崎川、左門殿川にかかる防潮鉄扉17カ所のうち、
　　　　　 西淀川区内では11カ所で点検、操作を実施

規　　制：6日（日）1:00～2:00の間、国道2号・国道43号・大阪市道を全面閉鎖

防潮鉄扉
防潮鉄扉は、道路橋や鉄道橋に設けられており、

洪水や高潮のときに閉鎖することで「堤防の一

部」となり、水害を防ぎます。

水防団
水防法により設置されており、団員は、洪水、津波、

高潮のときの被害を最小限にくいとめ、水害から

地域住民を守るのが仕事です。地域住民により構

成されており、毎年、水防工法や鉄扉の操作、無線

通信などの訓練をしています。淀川の右岸に面し

ている西淀川区では「淀川右岸水防事務組合」が

管轄しています。

【水防事務組合http://www.suibo-osaka.or.jp/】

訓練時々刻々

7月5日（土）
22:30　訓練水防本部、水防団本部開設

23:15　水防団訓練出陣式

23:45　出動指令

7月6日（日）
0:40　道路通行止めを指令

0:50　鉄扉操作のため準備作業完了

1:00　道路通行止め

1:05　鉄扉閉鎖指令

1:30　鉄扉開放指令

2:00　道路通行止め解除

2:05　鉄扉施設の片付け

2:30　訓練出動解除、本部解散

出典：大阪府  南海トラフ巨大地震対策資料
http://www.pref.osaka.lg.jp/nishiosaka/emergency/nankaitorahu.html

日頃なら、眠りについている時間に、これだ
けたくさんの人たちが地域を守るために働
いている。道路が通行止めになり、鉄扉が
閉まると、いつもとは景色が違って見えまし
た。いざ、高潮や津波が襲って来たときのこ
とを想像すると、不安になりますが、こう
やって命を守るために日夜努力している人
たちに感謝して、自分もできることは、やら
なければ、と気持ちが引き締まりました。鎗

おつかれさま～

特 集

～鉄扉を閉めて、地域を守る～
海や川に囲まれた西淀川区では、これまでに何度も台風による高潮被害を受けてきました

（本紙P6参照）。大阪市では、台風シーズンに備えて、洪水や高潮による被害防止を目的にし

た、防潮鉄扉の点検・操作訓練を毎年実施しています。

西淀川区役所内に本部が設けられ、国、大阪府、大阪市等の関係機関

が協力し、地元住民からなる水防団員123名（西淀川区）が参加する

深夜の大規模な訓練をレポートします。
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安
全
は
隠
し
味
で
あ
る

昨
日
、私
の
恩
師
で
あ
る
先
生
の

講
演
が
あ
り
原
点
を
思
い
返
し
ま

し
た
。「
安
全
は
隠
し
味
で
あ
る
」と

い
う
言
葉
で
す
。減
災
と
い
う
目

的
で
、多
く
の
人
々
に
危
機
感
を

持
っ
て
も
ら
う
の
は
災
害
対
策
を

考
え
る
上
で
必
要
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
す
。ま
た
、可
能
な
限
り
防
災

対
策
を
実
行
す
る
こ
と
も
重
要
で

す
。し
か
し
、そ
れ
は
あ
く
ま
で
日

常
生
活
の「
隠
し
味
」で
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。こ
の
味
を
加
え
す

ぎ
て
、料
理（
日
常
生
活
）が
ま
ず
く

な
っ
て
し
ま
う（
著
し
く
日
常
で

な
く
な
る
）の
は
筋
違
い
で
す
。防

災
・
減
災
を
考
え
る
こ
と
は
、日
常

の
生
活
の「
味
」に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
で
あ
り
、そ
の
対
策
を
実
行

す
る
こ
と
は
、日
常
生
活
を
よ
り

良
い
も
の
に
す
る
こ
と
に
他
な
り

ま
せ
ん
。

「
安
全
は
隠
し
味
で
あ
る
」に
は
も

う
一
つ
意
味
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、

一
般
の
人
々
が
意
識
し
な
い
状
態

で
も
徐
々
に
高
め
、維
持
す
る
こ
と

が
必
要
な
も
の
で
あ
る
、と
い
う
意

味
で
す
。防
災
対
策
の
重
要
性
は
、

人
の
命
を
守
る
目
的
が
あ
り
、大
事

に
決
ま
っ
て
い
る
と
思
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、だ
か
ら
こ
そ
世
間
の

興
味
関
心
や
風
潮
に
左
右
さ
れ
ず
、

地
道
に
、一
般
の
人
の
目
に
見
え
な

い
と
こ
ろ
で
も
、着
実
に
実
行
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。現

に
、
20
世
紀
後
半
の
日
本
の
都
市
は
、

そ
れ
以
前
に
比
べ
て
急
激
に
災
害

被
害
量
が
低
下
し
て
き
ま
し
た
。

ず
っ
と
声
高
に
防
災
、防
災
、と
言

わ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
に
も

関
わ
ら
ず
、で
す
。高
度
成
長
の
陰

で
、着
実
に
対
策
を
実
行
し
て
き
た

成
果
だ
と
い
え
ま
す
。

防
災
・
減
災
対
策
の
転
換
点　

減
災
ま
ち
づ
く
り
へ

と
こ
ろ
が
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

経
て
21
世
紀
に
入
り
、こ
れ
ま
で
の

方
法
で
は
十
分
に
防
災
効
果
を
得

る
こ
と
が
で
き
な
い
、と
思
わ
れ
る

災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。「
意
識

さ
れ
な
い
隠
し
味
」が
効
か
な
く

な
っ
て
き
た
の
で
す
。時
代
は
変

化
し
、こ
れ
ま
で
防
災
・
減
災
を

担
っ
て
き
た
公
共
部
門
の
力
が
落

ち
て
き
ま
し
た
。そ
の
た
め「
隠
し

味
」は
、市
民
レ
ベ
ル
で
よ
り
意
識

す
べ
き
も
の
に
変
化
し
て
き
た
の

が
今
現
在
の
段
階
と
い
え
ま
す
。

人
知
れ
ず
行
わ
れ
る
対
策
の
レ
ベ

ル
に
限
界
が
や
っ
て
き
て
、そ
の

分
は
意
識
す
る
レ
ベ
ル
で
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
意
味
で
私
た
ち
は
防
災
・
減

災
対
策
の
転
換
点
に
い
る
と
い
え

ま
す
。

減
災
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く

た
め
に
は
、み
ん
な
で
あ
る
程
度

共
通
の
目
標
を
決
め
た
方
が
い
い

で
し
ょ
う
。そ
の
た
め
に
示
さ
れ

た
も
の
が
被
害
想
定
で
す
。ど
ん

な
こ
と
が
起
こ
る
か
を
想
像
し
、

災
害
を
防
止
す
る
、ま
た
は
災
害

に
対
処
す
る
た
め
に
、日
頃
の
力

を
結
集
し
、長
期
間
か
け
て
、こ
つ

こ
つ
と
高
め
て
い
く
た
め
の
方
策

こ
そ
が
、減
災
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

決
し
て
、背
伸
び
を
す
る
こ
と
な

く
、日
常
の
安
全
を
高
め
、ま
た
生

活
を
改
善
し
て
い
く
中
で
実
行
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。そ
の
た
め

に
は
、被
害
想
定
の
数
字
は
正
し

く
理
解
し
、正
し
く
使
い
ま
し
ょ

う
。決
し
て
怖
が
る
だ
け
に
止
め

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

確
か
に
南
海
ト
ラ
フ
沖
巨
大
地
震

は
、日
本
に
と
っ
て
、ま
た
こ
の
地

域
に
と
っ
て
脅
威
で
す
。し
か
し
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
積

み
重
な
り
、ま
た
補
い
合
え
る
活

動
を
通
じ
、新
し
い
防
災
・
減
災
対

策
を
進
め
て
い
け
ば
、き
っ
と
被

害
を
軽
減
で
き
る
社
会
を
築
く
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。そ
の
た

め
に
私
た
ち
専
門
家
も
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

関
西
大
学
社
会
安
全
学
部 

准
教
授 

越
山
　
健
治

減
災

ま
ち
づ
く
り

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
て
〜

平成25年10月30日に「大阪府防災会議南海トラフ巨大地震災害

対策等検討部会」において、南海トラフ巨大地震の被害想定が公

表されました。西淀川区では、広範囲での液状化の可能性が指摘

され、堤防沈下による河川水の流入や津波により甚大な人的被害

が想定されています。対して、大阪府・大阪市・西淀川区役所では、

市民と協働しながら、様々な防災対策を進めています。

大阪府では、平成25

年度より防潮堤・水

門などの耐震・耐津

波対策について調

査・耐震工事が行わ

れています。

南海トラフ地震で西淀川区はどうなる？

出典：西淀川区広報紙「きらり☆にしよど」2014年1月号

出典：西淀川区広報紙「きらり☆にしよど」2014年1月号

出典：大阪府 第5回南海トラフ巨大地震土木構造物耐震対策検討部会資料

一級河川中島川
防潮堤補強工事
（中島大橋下流左岸）

出典：西淀川区広報紙「きらり☆にしよど」2014年1月号

出典：平成25年度西淀川区政会議   第6回（2013年12月24日開催）
           資料「南海トラフ巨大地震対策について」より

防潮堤の液状化対策

西淀川区役所では、災害時における要援護者支援の取り組み

として、①要援護者名簿のデータベース化、②要援護者名簿を

提供するため各地域の自主防災組織立ち上げを支援、③要援

護者個別支援プランの策定を支援、などを行っています。

要援護者支援対策の推進

長い警報文からサイレンと短いアナウンスを併用した警報へ変更 

（平成26年1月17日大阪市震災総合訓練から）  

防災行政無線の警報方法の見直し

特 集
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特 集

第二室戸台風の経験談

災害の記憶を探してみましょう

西淀川区は、繰り返し大きな災害被害を受けています。

災害に強いまちにしていくためには過去の災害をふまえ

た対策をすることが重要ですが、西淀川区は人口の流出

入が激しく過去の災害の経験が語りつがれていません。

あおぞら財団と大阪大学では、第2室戸台風の体験につ

いて、西淀川区在住の方々にお話を聞きました。

西淀川区内では、全14地域それぞれで防災の取り組みが進められています。
今回は、佃6町会合同による一時避難訓練（7/20開催）の様子をレポートします。

7月20日（日）、南海・東南海地震に備えて、佃6町会

合同による一時避難訓練が開催されました。午前

10時に、地域の方171名が市営住宅内の広場に集

合し、高所への避難訓練、布製タンカを活用した要

援護者の避難補助訓練などが実施されました。中

畑稔災害救助部長曰く「普段から、自宅近くの津波

避難ビルを把握し、逃げる心構えを持ってください。

訓練を通じて、『いざ』という時に備えましょう」

西淀川区では、災害発生時に収容避難所で生活することができない要援護者（高齢者・障がい者・妊産婦・乳幼児・病弱者
等）が避難を余儀なくされた場合、専門的な対応が可能な社会福祉施設等の一部を福祉避難所等として提供できるよう
区内の9施設と協定を締結しています（2013年5月24日）。今回は、その中から障がい者施設と高齢者施設をご紹介します。

福祉避難所としての協定を結んでいますが、具体的に何を
していくか？試行錯誤しています。昨年、千舟地域の方々か
ら「災害時緊急カード」の作成を勧められました。利用者さ
ん（30名程）に呼びかけたところ、全員が登録することに。
各自の名前・住所・緊急連絡先・持病・町会班などが記載さ
れ、町会でラミネート加工もしていただきました。町会班は、
千舟２町会「いきいき班」です。千舟地区の防災訓練にも参
加しました。今後も、地域の方々との普段からのコミュニ
ケーションを大切にさせていただければと思っています。
（千舟2-10-6、事業体系：生活介護・就労継続支援B型）

みなさんも身近な人の過去の災害の経験をきいて、

災害に自分が遭ったら、どういう行動をするのか？

普段から何に気を付けた方がいいのか？

といったことをみんなで話してみてはいかがでしょうか？

うちは子どもが6ヶ月児で避難所に行くのに抵抗があり、家にいました。

主人が外に様子を見に行くと、近所の人みんなが「水が来たぞ」と叫ん

でいました。そこで、70歳の おばあさん、6ヶ月と1歳半の子供を連れて

命からがら逃げました。水が膝ぐらいまできていた中で、水に足をとられ

ながら逃げました。道に寝かしてあった電信柱やゴミ箱が水と一緒に追

いかけてきて、とても怖かったです。 (当時23歳、大和田在住、女性)

西淀川区の過去の災害 西淀川区での防災の取り組み

　　
　　

新
淀

川
西淀川区

200

青数字は浸水深（cm）
破堤

図　第二室戸台風の高潮浸水域

タンカを使って搬送訓練

ダンボールの仕切り壁で避難訓練中

年　月 災　害 被　害

昭和9（1934）年
9月21日

室戸台風 台風により高潮襲来。区内全域浸水。死者・
行方不明者243人、家屋の全半壊・流出516戸

昭和25（1950）年
9月3日

ジェーン
台風

台風により高潮襲来。区内全域に浸水。死者・
行方不明者58人、家屋の全半壊・流出8,786戸

昭和36（1961）年
9月16日

第二室戸
台風

高潮で神崎川氾濫、大和田・出来島・御幣島
地区等浸水。家屋の全半壊・流出500戸

平成7（1995）年
1月17日

阪神淡路
大震災 区内液状化による不等沈下。家屋全半壊787戸

◆お年寄り、赤ちゃん、妊婦といった人ほど避難が遅れる
◆水害は音が静かで、気が付いた時にはもう水がそこに!

・自宅は一尺（約30㎝）ぐらい水に浸かりましたが、2階に避難しまし

た。当時、2 階がある家は少なく、2階の床が落ちるかと思うほど近

所の人がたくさんきて1週間ぐらい一緒に過ごしました。(当時41歳、

大野在住、女性)

・避難せずに自宅にいました。水に浸かっているところはテーブルの

上に畳を敷き、そこで生活しました。(当時27歳、大和田在住、男性)

◆避難せずに自宅にいた人も

一週間ほど水がひきませんでした。水がひいたと思ったら、あくる日の朝

にはまた水が浸かっていました。トイレは屋根越しにお隣に行って借り

ました。当時は水洗トイレではなかったので、浸水してくる水もとても汚

かったです。(当時36歳、大和田在住、女性)

◆水がなかなかひかない。トイレに困った

出所：大阪府公文書館

にしよどがわ防災まちづくり通信

Vol.3「西淀川の災害記憶をまなぶ」（2014年2月）より。

※この活動は公益財団法人JR西日本あんしん社会財団の助成でおこないました。

特定非営利活動法人いきいき
（管理者 文榮弓子さんより）

ここは、千舟２町会「いきいき班」です。

緑陰道路に面した6階建ての特別養護老人ホーム・

ショートスティ施設として、平成9年に開設しました。

津波が来るかどうかで避難計画が大きく変わってくる

のが悩ましいところです。昨年度は、隣接する西淀川

特別支援学校等と連携して、当施設への避難訓練を

実施しました。逃げ方や避難経路の確認をすること

で、様々な課題も見えてきました。今後は、地域の防

災訓練にも参加していきたいと考えています。

（大和田2-5-11、事業体系：特別養護老人ホーム・ショートスティ）

車椅子を担いで階段を上ります、
息を合わせて、イチ、ニ、イチ、ニ。

（社福）松福会 西淀川特別養護老人ホーム
（事業支援課長 西尾篤氏より）

地域と連携しながら、
防災に取りくんでいければ。

藤

上階へ逃げる訓練中。
よっこいしょと、あせらずに。みんなで協力して搬送訓練中

防災頭巾をかぶって避難訓練中

４階まで上ってみました

（日本学術振興会特別研究員 谷内久美子）

◆地域で避難訓練

◆福祉避難所での取り組み



◆釜援隊協議会（釜石リージョナルコーディネーター)
　〒026-8686 岩手県釜石市只越町3-9-13 釜石市役所第5庁舎1階
　http://kamaentai.org/  Tel 0193-22-8600 / Fax 0193-55-6699

釜
援
隊
が
設
立
さ
れ
1
年
以
上
が
経

ち
、
そ
の
大
き
な
成
果
は
、
セ
ク

タ
ー
の
違
い
を
超
え
た
市
内
の
各
組

織
間
の
連
携
体
制
が
構
築
さ
れ
た
こ

と
で
す
。
協
働
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
な
ど
の
実
務
的
な
連
携
の
み
な
ら

ず
、
居
酒
屋
で
の
情
報
交
換
？
で
個

と
個
が
つ
な
が
り
「
良
い
地
域
を
つ

く
ろ
う
！
」
と
い
う
思
い
が
共
有
さ

れ
て
い
ま
す
。

地
域
は
個
人
の
集
ま
り
。
理
論
よ
り

感
情
が
先
行
し
ま
す
。
物
事
の
善
し

悪
し
よ
り
も
「
あ
い
つ
が
や
る
な
ら

全
面
的
に
協
力
す
る
ぜ
！
」
と
一
人

一
人
の
思
い
が
地
域
を
つ
く
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
釜
援
隊
の
仕
組
み
を
取
り

上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
仕
組
み

も
一
人
一
人
の
思
い
が
あ
っ
て
の
も

の
で
す
。

思
い
を
つ
な
ぐ
作
業
は
一
つ
一
つ
積

み
上
げ
て
い
く
し
か
な
い
の
で
、
外

か
ら
は
変
化
が
分
か
り
づ
ら
い
で
す

が
、
釜
石
で
は
「
思
い
」
と
「
仕
組
み
」

の
両
輪
が
動
き
始
め
ま
し
た
。
ツ

ア
ー
や
地
域
づ
く
り
の
視
察
研
修
な

ど
で
お
越
し
い
た
だ
き
、
地
域
外
の

あ
な
た
の
「
思
い
」
も
釜
石
と
つ
な

が
り
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
の
モ
デ
ル

を
一
緒
に
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

釜
援
隊
の
1
年
の
成
果

〜
セ
ク
タ
ー
を
越
え
た
個
人
の
つ
な
が
り
〜

釜
援
隊
協
議
会   

黍
原  
豊

き
び
は
ら
・
ゆ
た
か

最終回

地域、民間、行政の連携で実現した「馬文化と南部曲り家の再生プロジェクト」

72014年8月号8 2014年8月号

所 西淀川区御幣島5-8-28
☎ 0120-600-937（お客様相談室）
     受付時間 9：00～17：30（平日のみ）

HP http://www.morimoto-iyaku.jp/

販売元：株式会社モリモト医薬

所 西淀川区佃2-15-4-708
☎ 06-6474-2114
HP UD卸売市場 http://www.ud-passion.com/

販売元：株式会社輝章

所 西淀川区歌島4-6-5
☎ 0120-917-111
HP http://shop.glico.co.jp/gift-food/hozonkan.html

販売元：江崎グリコ株式会社

所 西淀川区千舟1-5-47
☎ 06-6473-4870
HP http://hatsuta.co.jp/household/

販売元：株式会社初田製作所

※あおぞら財団では、 ここで紹介した商品のサンプルやカタログを置いていま す。 ご興味のある方は是非訪ねてきてください。

南海トラフ巨大地震がいつ起こって

もおかしくないと言われる今、防災

対策が急ピッチで進んでいます。地

域全体を守る防潮堤の建設や液状

化の対策、町会・学校・公共施設をあ

げての避難訓練などなど。だけど、

実際に災害が起こったときにはこう

した公助とともに、自分で生き延び

る「自助」も大切。日頃から備えあれ

ば憂いなし。なんといっても、防災・

避難グッズを準備しておくことです

ね。そんな防災・避難グッズをつくる

会社が、西淀川区内にはあります。

企業と地域がともに支え合える関

係になれればいいですね。

こ
ん
な
企
業
が
西
淀
川
に

い
ざ
と
い
う
と
き
の

　
　
　
　
防
災
・
避
難
グ
ッ
ズ ！

戦略営業部の（左）嶋田さん
戦略技術部の（右）安元さん

田

阪神淡路大震災を経験された営業部長の池田さん「あの災害時はホントに水が貴重だったんです」。GTパック

は、もともと薬をうまく飲み込めない患者さん向けに、薬をゼリーで包んでごっくんと飲み込みやすくする商品

として開発してきました。「この商品は他に何に使えるんだろうか、もっと必要としてくれる人がいるんじゃない

だろうか」そんな風に真面目にコツコツと考えた先に出てきたのが、災害時には薬を飲む水さえ貴重だった経

験でした。実際に試してみると、薬とゼリーが混ざって分離することなく、するりと飲み込めました。「コレ、ゼ

リーにすっごいこだわってるんです！」戦略営業部の嶋田さんは熱く語ります。柔らかくても硬すぎてもダメ。で

も押し出したときにはゼリーがうまくくずれ、薬剤をしっかりとコーティングして飲み込める。ゼリーを包むパッ

ケージにも優しい工夫がいっぱいです。防災用に 備蓄してもらうためには長期保存に耐えなければ

と、小さな商品は今も日々進歩しています。医療 機関向け商品の「GTパック」ですが、同等の一

般向け商品「のめるもん」もあり、Amazonでご 購入できます。

特 集

水やコップ、スプーンがなくても薬が飲める  服薬補助ゼリーキット「GTパック」

消火器は、災害時だけでなく、日常生活でも必要で、台所に常備しておくと安心。だけど、真っ赤な色に、ゴツい

ボディを部屋に置くと、どうしても雰囲気が…。戸棚の中に収納すると、存在を忘れてし

まう…。そんな主婦目線の困ったを解決してくれるのが、初田製作所のキティ

ちゃん消火器！レッド、ホワイトの2カラー3タイプもあり、かわいい（ブ

ラックは開発中）。さらに、キティちゃんだけじゃなくて、緑のボディに

黄色のクマの消火器もあります。一見するととても消火器には見え

ませんが、確かな消火力であなたを守ります！

住宅用消火器
家に置いても違和感なし 「ハローキティ住宅用消火器＆クマさん消火器」

災害常備品にはレトルト食品って助かりますよね。だけど、温めるための鍋、水、そして何よ

り熱源まで必要。このカレーは、植物性の油を使うことで固まらず常温でも食べられる！

そして、災害後はいつ元の生活に戻れるか分からない状況で、甘口と中辛の2種類がある

なんてその気遣いが嬉しいですね。

災害対策用保存食
温めずにおいしく食べられるレトルトカレー 「常備用カレー職人」

みんなが知ってるお菓子も5年保存できます「ビスコ保存缶」

「着想から試作を重ね、販売まで6年もかかったのよ」とにっこり笑うのは、開発に一貫して関わってこられた

栂（とが）さん。どうしてこの3人で運ぶ担架を開発したのか聞いてみると「ちょっと体が悪くてね、しょっちゅう救

急車で運ばれてたの。担架に乗せてもらって階段を降りるときに何度もずり落ちそうになったの」。そんな時に誰

でも楽に安定して搬送できる担架があればなぁと思ったとのこと。そうしてで

きた担架は、細部の作りこみが違います。持ち方、固定の仕方、畳み方、全部に

体験に基づく理由があります。一番は、搬送する人が肩にかける紐につけた

パット。ここには栂さんの温かい思いが詰まっています。「スポンジやウレタン

だと徐々にボロボロになる。一番いいのは『タオルとサラシ』。パットを開いて

サラシを取り出せば、災害時にはとても役立つ優れ物になるでしょ」。最後に

この商品を作ったホントの理由は「助けられた人が笑顔になれば、助けた人も

笑顔になる。そうした『笑顔の連鎖』を作りたかったのよ」と。笑顔でつながる

社会貢献を「笑顔経済学」として提唱する栂さん、どこまでも挑戦者です。

実体験から閃いた、消防署員もうなる  救護担架「フレスト」

子供から大人までみんな1度は食べたことがあるお菓子

「ビスコ」。缶に脱酸素剤を入れて密封することでなんと5年

も保存が可能に！災害時、疲れてきたときには、そう甘いも

のがあればみんな笑顔になれますね。
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介
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私
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齢
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役
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介
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の
命
を
奪
っ

た
自
然
の
猛
威
に
無
力
さ
を
感
じ
る

だ
け
。
何
か
私
の
出
来
る
こ
と
は
と
、

現
在
も
宮
城
の
仮
設
住
宅
の
支
援
員

さ
ん
た
ち
の
も
と
へ
足
を
運
び
ま
す
。

私
た
ち
が
支
援
を
受
け
た
時
の
恩
返

し
と
、私
た
ち
が
得
た
も
の
だ
け
で
な

く
、失
敗
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
伝
え

る
た
め
に
。

そ
し
て
、い
ま
、東
北
は
阪
神
・
淡
路
大

震
災
と
同
じ
よ
う
に
、住
民
が
自
ら
立

ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。残
さ
れ

た
命
に
託
さ
れ
る
よ
う
に
希
望
の
種

も
蒔
か
れ
て
い
ま
す
。そ
の
強
さ
は
、

わ
た
し
自
身
に
忘
れ
か
け
て
い
た
復
興

期
の
力
を
よ
み
が
え
ら
せ
て
い
ま
す
。

「
地
域
劇
」を
と
お
し
て

住
民
と
ひ
と
つ
に
な
っ
た

私
が
属
す
る
望
海
地
区
在
宅
サ
ー
ビ

ス
ゾ
ー
ン
協
議
会
が
平
成
12
年
か
ら
始

め
た「
地
域
劇
」と
は
、地
域
の
課
題
を

物
語
に
し
て
住
民
と
行
政
を
含
む
専

門
機
関
が
一
緒
に
な
っ
て
演
じ
る
劇

の
こ
と
。地
域
で
起
こ
っ
た
問
題
を

テ
ー
マ
に
し
て
み
ん
な
で
シ
ナ
リ
オ

を
作
り
上
げ
、わ
い
わ
い
ガ
ヤ
ガ
ヤ
大

騒
ぎ
の
約
2
か
月
間
の
練
習
。み
ん
な

素
人
ば
か
り
。台
本
な
ん
て
覚
え
ら
れ

な
い
。本
番
は
ア
ド
リ
ブ
連
発
で
会
場

が
爆
笑
の
渦
に
。で
も
、劇
だ
け
に
終
わ

ら
ず
、地
域
に「
居
場
所
」が
で
き
、「
世

代
間
交
流
」が
実
現
し
、「
見
守
り
」が
進

ん
で「
悪
質
商
法
」や「
認
知
症
」の
啓
発
、

理
解
に
繋
が
る
等
々
。『
机
の
上
で
何
時

間
か
け
て
も
解
決
策
で
き
へ
ん
会
議

よ
り
効
果
的
や
！
』と
。な
に
よ
り
楽
し

み
な
が
ら
住
民
と
多
機
関
が
、年
齢
や

役
職
を
超
え
て
仲
良
く
な
れ
る
。

こ
の「
地
域
劇
」が
行
き
着
い
た
の
も

「
防
災
」で
す
。東
北
の
方
々
の
声
を
伝

え
た
い
。私
た
ち
の
出
来
る
事
。「
も
し

も
の
時
に
1
人
で
も
多
く
の
人
の
命

を
救
う
こ
と
」。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
東
日
本
大
震
災
。

二
つ
の
震
災
の
復
興
に
携
わ
る
こ
と

に
な
っ
た
私
の
人
生
は「
人
の
命
を
救

う
こ
と
の
使
命
を
持
っ
て
進
め
」と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
今
日
も
空
を
仰

ぐ
の
で
す
。

「地域劇」舞台の様子

会
議
を
や
め
て
劇
に
し
よ
う

　「
も
し
も
の
時
に
1
人
で
も
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
人
の
命
を
救
う
こ
と
」

あ
お
ぞ
ら
財
団
と
つ
な
が
り
の
あ
る
人
か
ら
エ
ッ
セ
イ
を
寄
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

明
石
市
で
要
援
護
者
の
防
災
に
地
域
ぐ
る
み
で
積
極
的
に
取
り
組
む
永
坂
美
晴
さ
ん
で
す
。

永坂 美晴 （ながさか みはる）
望海在宅介護支援センター長。地域

劇の取り組みは、明石市の望海地区

在宅サービスゾーン協議会として、平

成25年あしたのまち・くらしづくり活

動賞の内閣官房長官賞を受賞。あお

ぞら財団とは災害時の要援護者支

援事業で連携中。
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人の生活、生き方に何が貢献でるかを皆で考
え、地域のバスと補完する福祉輸送などの地
域の交通を組み合わせて全体で整備するこ
とが大切。地域で話し合う土壌をつくることは、
子孫に残せる大切な
財産に。互いの共感
が地域の合意を支え
ることになります。

猪井 博登さん
（大阪大学大学院工学研究科助教）

世界で1番の高齢化率である日本。免許を返
しても住みなれた地域で生活できることは非
常に豊かなこと。高齢者が軟着陸できる移動
手段を目指した地域
交通の整備、オプ
ションづくりをみんな
で取り組むことが大
切です。

北川 博巳さん
（社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団福祉のまち
づくり研究所主任研究員兼研究第一グループ長）

2000年にできた交通バリアフリー法のガイ
ドラインに沿って整備がすすみ、地域風土・
まちづくりと結合し当事者が本当に使えるバ
リアフリーを目指す動きがありました。今後
の課題として、福祉・医療施策との連動、民間
の建築物等との基本構想、車いす体験等を
通じて当事者意識をも
つ「心のバリアフリー」
をひろめていくことな
どがあげられます。

三星 昭宏さん
（近畿大学名誉教授/関西福祉大学客員教授）

※各回とも10：00～12：00  場所：あおぞらビル3F
　（グリーンルーム）にて開催
※第８期環境フロンティア講座、第10期道路環境市民塾
として開催しています。（企画運営：道路環境市民塾）
※この事業は土木学会市民普請支援事業の助成をうけ
て運営しています。

ベビーカーを鉄道利用することに対し、世代の
違いでとらえ方にギャップがあります。核家族、
共働き、インターネットなどの幅広い情報、母親
をとりまく社会環境も変
わった今、子どもを連れて
外出できる社会環境づくり
が求められています。

西本 由紀子さん
（神戸女子大学家政学部助手）

　
子どもにとって「移動」は発見に満ちています。
安全、ふれあい、歩道から
の学びが得られる道路づ
くりが必要です。

谷内 久美子さん
（日本学術振興会特別研究員/大阪大学）

毎
回
、後
半
は
意
見
交
換
議
論
の
時
間
。予
算
等
に
限
り
が
あ

る
中「
ど
こ
ま
で
整
備
を
す
れ
ば
よ
い
か
」と
い
う
点
が
ど
の

回
で
も
で
ま
し
た
。解
決
策
の
ひ
と
つ
と
し
て「
市
民
の
合

意
」。そ
の
折
り
合
い
を
つ
け
る
た
め
の
議
論
が
大
切
で
す
ね
。

人
に
や
さ
し
い
公
共
交
通

連
続
講
座

5
1010
土

第1回 『お金で買えない価値がある！？
人にやさしい公共交通 総論編』

5
3131
土

第2回 『子育てと移動環境　
ベビーカーと交通安全』

6
1414
土

第3回 『元気でいきいき　高齢者の足
～免許返還後の交通施策～』

7
5
土

第4回 『交通バリアフリーの
到達点と課題』

 「
人
に
や
さ
し
い
公
共
交
通
」を
４
回
の
連
続
講
座
で

開
催
。い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
が
お
出
か
け
で
き
る
環

境
づ
く
り
の
課
題
や
施
策
を
学
び
、考
え
ま
し
た
。講

師
の
言
葉
よ
り
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
紹
介
し
ま
す
。小

講師

講師

講師

講師

講師

電車等で気兼ねなく利用できるよ
うにするためのベビーカーマーク。

【国土交通省2014年3月26日発表】

報 告



◆
段
々
畑
で
出
会
っ
た
西
淀
川
人

甑
島
は
鹿
児
島
か
ら
鹿
児
島
本
線

を
熊
本
へ
向
い
川
内
駅
で
下
車
。河

口
に
あ
る
港
か
ら
高
速
船
で
東
シ

ナ
海
を
40
分（
距
離
約
26
㎞
）。主
産

業
は
漁
業
と
観
光
。漁
業
は
通
年
の

キ
ビ
ナ
ゴ
の
刺
し
網
や
ブ
リ
な
ど

の
定
置
網
。カ
ン
パ
チ
や
マ
グ
ロ
の

養
殖
場
も
あ
る
。私
が
訪
れ
た
の
は

上
甑
島
・
里
地
区（
人
口
1
3
0
5

人
／
2
0
1
3
）。町
は
２
つ

の
島
を
繋
ぐ
陸
繋
砂
洲（
ト

ン
ボ
ロ
）上
に
あ
る
珍
し
い

集
落
。

農
業
は
耕
地
に
適
し
た
平
地

が
少
な
く
、山
の
斜
面
に
細

か
い
段
々
畑
を
一
面
に
拓
き
、

麦
や
甘
藷
を
栽
培
し
て
き
た
。

近
年
は
焼
酎
の
原
料
と
な
っ

て
い
る
。

か
つ
て
の
段
々
畑
は
放
置
さ

れ
て
常
緑
広
葉
樹
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

段
々
畑
の
面
影
を
辿
っ
て
斜
面
を
登

る
と
、小
さ
な
２
枚
ば
か
り
の
畑
の

手
入
れ
を
す
る
T
さ
ん（
1
9
3
8

年
生
、76
才
男
性
）が
い
た
。

T
さ
ん
は
畑
で
、生
食
す
る
ラ
ッ

キ
ョ
を
栽
培
し
て
い
た
。上
段
の
畑

は
30
年
も
放
置
さ
れ
て
樹
木
が
繁
り
、

畑
を
覆
う
様
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

雑
談
し
て
い
る
と
、T
さ
ん
は
な
ん

と
西
淀
川
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
。

◆
漁
業
↓
炭
鉱
↓
西
淀
川

T
さ
ん
は
甑
島
生
ま
れ
の
3
男
。小

学
生
の
時
に
父
親
と
死
別
し
、残
さ

れ
た
3
人
兄
弟
と
母
親
は
叔
父
さ
ん

の
元
に
身
を
寄
せ
た
。中
学
校
を
卒

業（
1
9
5
3
年
）し
、16
才
の
時
、兵

庫
県
竹
野
で
水
産
会
社
の
漁
船
に
乗

り
、巻
き
網
漁
を
し
た
。し
か
し“
ナ

グ
レ（
放
蕩
し
）„
て
辞
め
た
と
本
人

は
語
る
。そ
の
後
北
海
道
に
渡
り
、歌

志
内
に
あ
っ
た
三
井
の
炭
坑
で
働
い

た
。仕
事
は
大
成
建
設
が
建
設
し
て

い
た
立
坑
の（
ウ
イ
ン
チ
に
よ
る
巻

き
上
げ
部
分
）工
事
に
従
事
し
た
。

し
か
し
炭
坑
で
は
当
時
ガ
ス
爆
発

事
故（
1
9
5
8
年
三
井
砂
川
炭
坑

爆
発
事
故
）が
起
こ
っ
て
お
り
、危

険
な
職
場
で
あ
っ
た
の
で
約
7
ヶ

月
で
や
め
た
。

そ
の
後
、兵
庫
県
尼
崎
市
に
移
っ
て

西
淀
川
の
玉
造
鋼
業
株
式
会
社
で

圧
延
の
仕
事
に
就
職
す
る
。ス
ク

ラ
ッ
プ
と
な
っ
た
船
の
鉄
板
を

シ
ャ
ー
リ
ン
グ（
せ
ん
断
加
工
）し
、

炉
に
入
れ
て
ロ
ー
ラ
ー
で
６
回
延

ば
し
、13
ミ
リ
ま
で
薄

く
す
る
仕
事
。
今
と

違
っ
て
全
て
手
作
業

で
あ
っ
た
。
田
中
角

栄
が
首
相
だ
っ
た
34

〜
36
才
頃
は
工
場
内

に
在
庫
が
残
ら
な
い

程
景
気
が
良
か
っ
た
。

尼
崎
在
住
時
に
結
婚

し
て
子
ど
も
が
出
来
、

運
良
く
府
営
姫
島
住

宅（
1
9
6
2
年
建

設
）に
入
居
し
て
、西

淀
川
の
住
民
と
な
っ

た
。入
居
し
た
頃
は

大
気
汚
染
も
、住
宅

の
横
を
流
れ
る
大
野

川
の
悪
臭
も
ひ
ど
か
っ
た
。そ
の

大
野
川
が
埋
め
立
て
ら
れ
て

1
9
7
9
年
に
緑
陰
道
路
と
し
て

生
ま
れ
か
わ
っ
た
所
ま
で
見
届
け
、

母
親
の
介
護
を
す
る
た
め
41
才
で

家
族
と
も
ど
も
甑
島
に
帰
っ
た
。母

親
は
島
に
帰
っ
て
1
年
半
後
に
亡

く
な
っ
た
。あ
れ
か
ら
35
年
、西
淀

川
と
の
繋
が
り
も
ほ
と
ん
ど
な
く

な
っ
た
と
い
う
。帰
島
後
は
水
産
会

社
に
入
り
、無
人
島
で
あ
っ
た
宇
治

群
島（
甑
島
よ
り
南
方
約
53
㎞
）の

飯
場
で
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
定
置

網
漁
を
し
て
い
た
。東
京
で
働
い
て

い
た
長
男
は
病
気
で
亡
く
な
り
、次

男
は
生
ま
れ
故
郷
の
尼
崎
に
い
る
。

◆
西
淀
川
を
支
え
た
人
た
ち

高
度
経
済
成
長
の
時
代
、西
淀
川
の

鉄
鋼
業
は
元
気
で
あ
っ
た
。そ
の
労

働
を
支
え
て
い
た
の
が
T
さ
ん
の

よ
う
に
地
方
か
ら
の
若
者
達
で

あ
っ
た
。バ
ブ
ル
景
気
が
終
わ
る
80

年
以
後
、故
郷
に
U
タ
ー
ン
し
た

人
々
も
多
い
。

西
淀
川
の
歴
史
を
語
る
と
き
、決
し

て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
人
々
で
あ

る
と
あ
ら
た
め
て
思
っ
た
。

子どもにとっての自然とは、育つ環境の中にあるものだ。というのが、海へ行ったとき潮だまりのニオイ

で気分が悪くなったわたしの実感。それでも、地道を通る車も少なく、テレビの子ども番組もあまりな

く、いろんな時間がゆるやかに過ぎた記憶はもう50年前のもの。

高層マンションにおける子育て生活が以前の長屋とは変わったように、空間的変化として覚

えておきたいのは、各地で古い学校校舎が次々に建て直され、その多くが職員室を二階に配

置したことにより、先生と子どもの関係性が大きく変わった・・・と、わたしは確信している。

それから、トイレ関連の変化。昔は家も学校も「ポットン便所」で、よく覗き込んだし、持ち物をよく落として嘆いた。トイレットペー

パーはなく、小中学校ではハンカチ＆ハナ紙の忘れ物検査が毎日のようにあり、その紙の模様や香りで女子たちは盛り上がった。

やがて水洗トイレとなり、しばらくしてあちこちの施設で自分のナマ気配を消す装置（音姫さん等）が現れた辺で、近代における「他

者との距離感」は決定的に変わった・・・というのがこれまた個人的な持論。ほんじゃ男性たちは？とトイレ考を続けたいくらいだが、

残念ながら最終回（笑）。人はお互いに違うけど、こんなに一緒だね、というテーマのつもりが脱線したまま、これにて失礼します。

か
み
こ
し
き
じ
ま

せ
ん
だ
い

り
く
け
い
さ
す
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西
淀
川
記
憶　
　
　

隊

あ
つ
め

西
淀
川
記
憶　
　
　

隊

あ
つ
め

シ
リ
ー
ズ

Vol.10

今
回
は
高
田
研
理
事
か
ら
の

投
稿
で
す
。鹿
児
島
で
出
会
っ

た
西
淀
川
人
に
つ
い
て
の
お

話
で
す

2014年5月10日
訪問

お好み焼き とうま和（かず）

和子おばあちゃんが作ってくれるお好み焼き

は、ボリュームあり、甘めのソースが懐かしいけ

ど、家で作るものとはどこか違う。おいしい。

実は40年も続く老舗なんで、遠方からも足

しげく通うお客さんも。「座敷もあるからお子

さん連れでも大丈夫。近所の若いお母さん

もどうぞ来てね」と話されていました。

ねこ丸

飲んだ後の締め、夜中に無性にお好み焼

きが食べたくなっても大丈夫。深夜3時まで

開いているお好み焼き屋、それがねこ丸で

す。これぞ王道と言わんばかりのどっしり系お

好み焼き。横に添えられたたっぷりマヨネーズ

が、これまた食欲をそそります。他にも沢山の

メニューがあるので是非食べたいお店です。

(イラスト：とりやまひろこ)

西川  日奈子（NPO法人西淀川子どもセンター代表）　

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
西
淀
川
人

鹿
児
島
県
甑
島

こ
し
き
じ
ま

高
田　

研

（
都
留
文
科
大
学
文
学
部
社
会
学
科
教
授
）

～御幣島のひなやん編～
み て じ ま

最終回

所 西淀川区福町2-27-4
休 土日、祝祭日
営 11:00-21:00
☎ 06-6475-7578

所 西淀川区姫里1-10-12
休 月曜日
営 17:00～翌3:00
☎ 06-6471-7877

西
淀
生
ま
れ

の
西淀育ち“ひな

やん

”の
コ
ラ
ム
で
す

おいしいわ西淀川
西淀川区にはお好み焼き店が約40軒あります。
町中にポツリとあるお店、塚本駅前の繁華街にあるお店、
焼きそばや鉄板焼きもあるお店などなど、個性あるいろんなお店があります。
さて、今日はどこへ行こうかな～。

第11回

田

豚玉
豚玉
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【お問い合わせ】
ＴＥＬ : 06-6475-0111　ＦＡＸ : 06-6475-0114
ＵＲＬ : http://aozoraen.com/
運　営 : NPO法人西淀川福祉・健康ネットワーク

ディサービスセンター

2006年10月1日にデイサービスセンターあおぞら苑は産声を上げました。
西淀川公害裁判で四半世紀命をかけて闘った患者さんや家族のみなさま
の思いが、ひとつの形になったのがデイサービスセンターあおぞら苑です。
公害患者さんも高齢になり日々の生活を援助するために、また地域のみな
さまが誰でも利用でき、「西淀川に住み続けて良かった。」と思えるように
との思いがたくさん詰まった場所にしたいと思い設立しました。

あおぞら御膳

あおぞらの湯

◆あおぞら苑（事業所番号 2771001076）
　〒555-0032 大阪市西淀川区大和田5丁目7番14号
　開所曜日：月曜日～土曜日（祝日は開所）    利用人数：１日18人

◆あおぞら苑Ⅱ（事業所番号 2771001407）
　〒555-0031 大阪市西淀川区出来島1丁目2番4号
　開所曜日：月曜日～金曜日   利用人数：１日20人

広告

「りべら」は、あおぞら財団が取り組む環境活動やまちの情報を伝える機関紙として、年4回（季刊）発行し、あ

おぞら財団会員様をはじめ、公共施設・店舗・各種施設にて配布しています。あおぞら財団の活動拠点である

大阪市西淀川区を中心に、環境問題や地域再生に取り組む様々な方々に登場いただき、環境の取り組みやま

ちづくり活動の輪をつなぎ、広げていきたいと思います。

現在、より多くの方に読んでいただけるよう、発行部数増

をめざしています。（1500部→3000部）。

あおぞら財団の活動趣旨に賛同いただき、ともに環境活

動に取り組んでいただける企業・団体・個人の皆さまから

「広告費」という形での協賛をお願いできればと思います。

いただいた資金は、本「りべら」の紙面の充実・印刷費とし

て活用させていただきます。あわせて定期購読、会員も募

集中です。どうぞ、ご協力お願いします。

〈広告募集〉 企業・団体・個人の皆さま
あおぞら財団の活動周知のため

「りべら」発行部数増にご協力ください。

【りべら広告掲載費】
　　中面1／9頁：1万円／回
　　中面1／3頁：3万円／回
　　中面 全面：9万円／回
お問合せ先：あおぞら財団まで
　　　　　 TEL06-6475-8885

発行所：公益財団法人公害地域再生センター（あおぞら財団）
編集人：鎗山 善理子、田代 優秋

〒555-0013 大阪市西淀川区千舟1-1-1あおぞらビル4階
TEL 06-6475-8885　FAX 06-6478-5885
http://aozora.or.jp/　webmaster@aozora.or.jp

デザイン：㈱バード・デザインハウス

定価：一部400円（郵送料込）

会員の購読料は会費に含まれています。

本誌掲載記事の無断転載を禁じます。
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公益財団法人 公害地域再生センター

あおぞら財団
Facebookページ
「いいね！」を
押してくださいね。

会員のつどい
レポート

「あおぞら財団会員のつどい2014」を
6月1日（日）10時～13時に開催しました。
今年の会員のつどいは、「あおぞら財団の“今”大解
剖!!  新しいキャッチコピーを一緒に考えよう！」と題し、財団スタッフか
らの活動報告を踏まえ、第２部では参加者のみなさんに５つのグループ
にわかれていただき、あおぞら財団の“今”を表す、キャッチコピーを考え

る試みをしました。
総勢３２人の参加者のみな
さんからは「普段、自転車の
活動であおぞら財団のこと
は知っていても、他の事業
のことは知らなかった」と
いった感想が聞かれ、同じ
グループの他の人が語るあ
おぞら財団の「いいところ」

を熱心に聞き入ってくださいました。
中でも今回、盛り上げてくださったのは「みてアート」（31号参照）や「あ
おぞら野菜市」に関わってくださっている須藤さん一家。当日、参加され
た患者さんが「子ども連れであおぞらビルに来てくれるなんて、うれしい
ねぇ」ととても喜んでおられました。三雲ちゃん（５歳）からは「よくと
おってます バスで」と財団にメッセージをいただきました！
国際交流で通訳を務めてくださっている巫靚（うー・りゃん）さんからは、
「日中関係が難しいときに、実践でつながることが大事」というご意見か
ら、中国語で「実践出真知」（意味：実際の行動から真の智恵をもらえ
る）というコピーをご提案いただきました。
また、どのグループでも「手渡したいのは青い空」という言葉は今後も大事
にした方がいいという意見が出され、財団の原点を確認することにもつな
がりました。この日いただい
た意見をふまえ財団でキャッ
チコピーを検討していきます。
年に１回開催するこの「会員
のつどい」。どなたでもご参
加いただけますので、読者の
みなさん、ぜひ来年はご参加
ください！

西淀川菜の花プロジェクト
～エコでつながる西淀川～

【廃油回収量】
総合計22,836ℓ

（2009年7月から2014年6月まで）

2014年度 1,008ℓ
2013年度 7,344ℓ
2012年度 6,472ℓ
2011年度 3,986ℓ
2010年度 2,509ℓ
2009年度 1,517ℓ 

現在西淀川区内外55
箇所で、廃油を回収し
ています。
回収団体募集中。
詳しくはあおぞら財団
まで。

西淀川菜の花プロジェクトブログ  http://nanohanany.blogspot.jp/

回
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緑道にあるあおぞら財団

の「いこいの花壇」。菜の

花栽培の後は歌島中学

校の職場体験実習の生

徒とヒマワリの種まき。

ダンゴムシがいたり、落

ちた銀杏から芽がでてい

たり、土仕事にはいろい

ろな発見も。（６/１８）

緑道散歩

ありがとうございます

●入会
谷内　久美子

●お助けボランティア
大野　みさ子
岡崎　久女
岡村　裕成
左成　志朗
張　　慧超
西堀　京美
前田　浩輔
山下　晴美

●寄附・寄贈者
柏原　愛子

奥村　昌裕

石塚　裕子

田中　佳世

蔵本　幸治

宮崎　悦子

酒井　健一

中村　昌史

新田　保次

山本　康子

谷内　久美子

西本　由紀子

傘木　宏夫

笑福亭仁勇

樋本　忠義

湯川　創太郎

（20１4年4月～2014年5月　敬称略・順不同）

スタッフツィッター 編集後記

鎗 広告

ＣＡＳＥまちづくり研究所

がんばれ
気仙沼

復興商店街
h t t p : / / k e s e n n uma f s . c om /

〒533-0031
大阪市東淀川区西淡路1-3-26-401
TEL:06-6325-2299
case@case-jp.com
http://www.case-jp.com/

わたくし、高い所は、結構平気です。本紙P1-2の

写真の中に、相当高い所から撮影したショットが

あります。どうぞ探してみてください。でも、危険

なので真似はしないでくださいね。
栗

広告
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